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(1) 総資本収益率 回棚卸資産回転率 白1) 資本装備率
(2) 自己資本収益率 倒固定資産回転率 凶粗付加価値設備生産性
(3) 売上高利益率 回流動比率 間労働分配率
仏) 売上高総利益率 (14) 当座比率 (24) 資本分配率
(5) 売上高営業利益率 (1日固定比率 信5) 粗社加価値率
(6) 総資本回転率 日5) 固定長期適合率 (却損益分岐点の位置
(7) 自己資本回転率 (1切負債比率




























2 2，000 2，000 
3 3，000 3，000 
4 4，000 4，000 
5 5，000 5，000 
6 6，000 6，000 
7 8，000 8，000 
8 10，000 10，000 
9 30，000 30，000 
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46年度を比較すると p 共通指標1， 3， 4， 5， 18である.
これは， 45年後0.6以仁であり， 46年度0.6以上となって
因子負荷量は大きくなっている.
そ乙で，機械の第1グルー フ勺は， 1， 3， 4， 5， 18とな
る.同様にして，第2グループ以下を行伝うと Fig.llの
ようにとt0，統計学的に提案されたことになる.
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0.6以上 0.7以上No. I 0.4以上 0.5以上
1 1， 2， 3， 4， 5，13，14，18，20 I 1， 2， 3， 4， 5，13，14，18，20 
2 I 6，12，19，22 I 6，12，19，22 
3 I 6， 8，10 I 6， 8，10 
4 I 16，19，20，21，24 I 16，21，24 
5 I 2， 7，15，16，17 I 2， 7，15，17 
6 I 9， 14 I 9 
7 I 8，13，14，18 i 13，14 
Fig. 9 







I No.7iiF 二J日i二」二五ιt I 0扇子一
1 I 1， 3， 4， 5，18，21 I 1， 3， 4， 5，18，21 1， 3， 5，18 1， 3， 5 
2 I 2， 7，15，17，24 I 2， 7，15，17，24 ! 2， 7，15，17 7，15，17 
3 I 19，20，22，25，26 I 19，20，22，25，26 i 20，22，25，26 I 20，22.25 
4 I 13，14 I 13，14 113，14 I 13，14 
5 I 6，10 I 6，10 I 9，10 6，10 
6 ! 12，22 I 12 I 12 I 12 
7 119，21 119，2119 1 19 
Fig. 10 























1 I 1， 3， 4， 5， 18 
2 I 2， 7，15，17 
3 I 6，10 
4 I 19，20 
5 I 13，14 


















































































































































































































Fig. 21 Fig. 18 
(19，20)分類における主成分値
資本金|従業員
RANKI 46年度 I46年度 I45年度 I46年度






























































































































































Fig.22 Fig. 19 
(13，14)分類における主成分値
資本金|従業員
I 45年度 I 46年度
1 -類におけ日出
資本金|従業員



































































































RANKI 45年度 I46年度 I45年度 I46年度!
1 4.464' 2.0991 -3.883 
2 -1.104: -2.3811 0.195 
3 -0.8511 -1. 855] 0.967 





0.2981 0.5961 1. 696 
-0.9511 ー0.0931 2.787 
0.0131 1.3921 0.716 
2.0381 3.2801 0.495 











資 本 業 員
RANK 45年度 46年度 45年度 46年度
1 0.508 -0.426 一0.610 -0.128 
2 -0.616 3.594 2.656 2.177 
3 ー0.588 2.112 1.513 
4 3.478 1.024 -2.465 1.057 
5 2.522 0.478 0.817 2.553 
6 一0.147 0.545 1.652 2.558 
7 1.20， 0.667 2.292 0.409 
8 1.159 0.296 -0.976 0.918 
9 0.457 1. 744 0.336 2.915 
10 3.284 
Fig. 26 
ζれらの表を総体的にみてみると，ランクが大きくな
るに従って，主成分値は大きくなるかp 又は小さくなる
傾向がみられる.例えば，機械業種の資本金別でみてみ
ると， 2.7分類， 6.10分類などがそれである但しかし，
中には全体的に変動しているグループがある.
これには 3つの解釈が出きる，第11こはある範囲内
における変動. これは，ある巾をもって一定イじの傾向に
ある.第 2iこに，ランク付けのまずさ.つまり，データ
件数が少ないため，異常値が生じないようできる限り等
しい件数になるよう設定したこと.第3iこは，データ件
数の不足.以と3点、のことが考えられるが3 何らかの傾
向がみられるものも含めて，多くのデータ件数で分析す
ることによって，より明確右傾向を示すと思われる.
5. むすび
経営指原を実証的l乙分析し，新しい指標値(主成分値
)を導き出すことによって，客観的判断ができる限り，
容易に行なうことができるよう論究してきた.
結果として，指標を変動させる要因の限定，ランク付
の問題，データ件数の不足等によって，主成分値にバラ
ツキを生じさせた ζとは前提条件の不備のためと思われ
る.しかし， 4-1で述べたランク別分類の指標阪向と
同程度の結果が示されたととは，ある程度の傾向が示さ
れたといえるが，一概にこの主成分値の結果を評価し，
判断することはこの段階においては危険であるので，こ
の報告においては，特性群がどのような傾向を示すかに
とどめた.
最後に，この研究方法lこより，多くの実例をつみ重ね
ていく乙とによって，明確な規則性，法則性が導きだす
ことができると確信している.
